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申請の概要 

要支援や要介護状態で施設に入所あるいは施設を利用している高齢者が増加している。このような高齢者の口腔健康管

理は困難であり、口腔環境は一般高齢者よりも悪く、歯科医療のニーズが高いと考えられる。しかしながら、高齢の施設

入所者や利用者の歯科受療率は低いのが現状である。施設では介護職や看護職のスタッフが入所者や利用者の変化に気付

き、歯科受療へつなげているが、それが十分であるようには思えない。 

そこで、本研究では、通所介護及び通所リハビリテーションを実施している老人デイサービスセンターのスタッフが利

用者のどのような変化をみて歯科受療につなげているのか、あるいは見逃しているのかを利用者を対象に調査し、口腔健

康管理に対する歯科医療従事者（歯科衛生士及び歯科技工士）による介入前後における利用者の歯科受療行動の変化を調

べることを目的とする。 

本研究により、老人福祉施設スタッフに対する利用者の口腔健康管理に関する指導が可能となり、それにより歯科受療



 

 

 

 

を必要とする要支援や要介護高齢者の早期発見につながるとともに、老人福祉施設における歯科医療従事者の重要性の認

識を高め、延いては要介護や要介護状態の高齢者の口腔健康の向上につながるものと期待される。 




